
報道各位

2020年 7月 31日

＜期間限定＞ステイホーム、おうち時間充実キャンペーン‼ 
ホームシアター、オンラインパーティ―、オンラインレッスン、オンライン帰省、

スポーツ・リモートマッチ、ゲームなどを大画面で楽しむ、新しい大画面生活を支援。 

電動スクリーン、手動スクリーン各 80型・100 型をお求めやすい価格で発売。 

株式会社オーエスプラス e（本社:東京、代表:奥村正之）は、新しい生活様式としてステイホームが言われる中、手軽に大画面生活
を楽しむためのスクリーン＆プロジェクターシステムの必需品、電動スクリーン、手動スクリーン各 80 型・100 型を、9月末まで
の期間限定で、お求めやすい価格にて発売いたします。これにより、ホームシアター、オンラインパーティ―、オンラインレッス
ン、オンライン帰省、スポーツ・リモートマッチ、ゲームなどを大画面で楽しむ、新しい大画面生活を提案・支援し、おうち時間
の充実に貢献してまいります。 

●製品の主な特長
＜スクリーン生地＞ 
電動・手動共にスクリーンの生地には、拡散型（ホワイト）を採用。ホワイトは視野角が広く、全方位から均一の映像が視聴可能
で、ご家庭でも様々な用途でご利用いただけます。平面性に優れ、エンターテインメントから文教、ビジネスまで多方面に適応す
るため多くの方にご愛用いただいている実績があり、これから大画面生活をお考えの方に最適なスクリーン生地です。 
＜電動スクリーン：Z1-080H 、Z1-100H／手動スクリーン：X1-080H、X1-100H＞ 
電動・手動共にシンメトリー構造に加え、取り付け後に剥離可能なセンターマーク付きなのでスクリーンのセンター出しが容易で
す。また、取り付け金具と一体化したサイドキャップ採用で設置も簡単に行えます。 
電動スクリーンは、赤外線リモコンで操作が可能で、回路基板はケースに収納され、すっきりとしたデザインです。 
手動スクリーンは、ボールストップ機構を採用し、スクリーンの引き出し、巻き上げの操作がスムーズに行えます。また、ソフト
ワインド機構が巻き上げ時の急激なショックを緩和します。スクリーンの引き出しに便利なアルミフック棒が付いています。
＜ラインアップ＞ 
人気の電動スクリーンとリーズナブルな手動スクリーンを揃え、スクリーンサイズは、設置スペースと大画面のバランスがとれニ
ーズの高い 80 型と 100 型をそれぞれラインアップしています。スクリーンはいずれもマスク付き、画面比率（アスペクト比）は
16:9 と大画面を楽しむスタンダードな仕様です。製品はMade in Japan の安心クオリティでオーエスグループのマザーファクト
リーOSM（オーエスエム）で設計・製造されています。 
＜ご購入について＞ 
電動スクリーン、手動スクリーン共に 9 月末日までの期間限定販売で、直販サイト・アウンノオンライン／e ホームプラス、直販
ショップ・いいホームスタイル（Amazon、楽天市場、Yahoo!ショッピング）限定でご購入いただけます。 
また、OSプロジェクター／LUXOS とのセットも期間内で販売を予定しています（税抜価格：79,800 円～）。詳細は下記直販サイ
ト・アウンノオンライン／eホームプラスにてご確認ください。 

販売期間   :     2020 年７月 31 日（金）～2020 年 9月 30 日（水） 
製品情報   :  https://jp.os-worldwide.com/os_plus_e/hometheater/japanese/products/os/x1z1/
直販サイト   :     アウンノオンライン／eホームプラス                 https://shop.ehome.plus 
直販ショップ :     いいホームスタイル（Amazon／楽天市場／Yahoo!）  https://www.e-homestyle.com/ 

新製品ニュース



【電動スクリーン：Z1-080H、Z1-100H／手動スクリーン：X1-080H 、X1-100H の特長】
＜共通部＞ 
■安心・安全の国内設計スクリーン 
■スクリーン生地には全方位から均一の映像が視聴可能な拡散型（ホワイト）を採用 
■シンメトリー構造でスクリーンのセンター出しが容易

■センターマークは取り付け後に剥離可能

■取付金具とキャップを樹脂成型で一体化

■スクリーンサイズは、80 型と 100 型をラインアップ 

■スクリーンはマスク付き、画面比率（アスペクト比）は 16:9 

＜電動スクリーン＞ 

■赤外線リモコンで操作が可能 

■回路基板はケースに収納

＜手動スクリーン＞ 

■ボールストップ機構を採用し、スクリーンの引き出し、巻き上げの操作がスムーズ 

■ソフトワインド機構が巻き上げ時の急激なショックを緩和 

■スクリーンの引き出しに便利なアルミフック棒付（アルミフック棒：長さ 1220 ㎜） 

電動スクリーン 16:9（Z1-080H、Z1-100H） 仕様表/価格 

サイズ

（型）
型式 イメージ(mm) 外形寸法(mm)

上黒マスク

(mm)

左右マスク 

(mm)

奥行

(mm)

収納時高

(mm)

下パイプ長

(mm)

製品質量

(kg)

希望小売価格 

（円/税抜）※

80 Z1-080H W1771×H996 W2087×H1461
300 50 90 100 

1933 8.6 39,800

100 Z1-100H W2214×H1245 W2530×H1710 2376 10.6 44,900 

※送料込み（沖縄県・離島を除く）

手動スクリーン 16:9（X1-080H、X1-100H） 仕様表/価格 

サイズ

（型）
型式 イメージ(mm) 外形寸法(mm)

上黒マスク

(mm) 

左右マスク 

(mm) 

奥行

(mm)

収納時高

(mm)

下パイプ長

(mm)

製品質量

(kg)

希望小売価格 

（円/税抜）※

80 X1-080H W1771×H996 W2053×H1499
300 50 90 137 

1932 8.8 29,800

100 X1-100H W2214×H1245 W2496×H1748 2375 9.9 36,200 

※送料込み（沖縄県・離島を除く）



≪お問合せ先≫  

株式会社オーエス   コンタクトセンター   
東京都足立区綾瀬 3丁目 25番 18 号  
TEL.0120-380-495 FAX.0120-380-496 E-mail  e.info@os-worldwide.com 
※接続できない場合には、次の番号をご利用ください。TEL.03-3629-5211 FAX.03-3629-5214 

≪広報お問合せ先・ニュース発信者≫ 
株式会社オーエス 広報戦略課 土井 直行
東京都足立区綾瀬 3丁目 25番 18 号 
TEL.03-3629-5356 FAX.03-3629-5187 E-mail：n.doi@os-worldwide.com 

株式会社オーエスプラス e 会社概要 

名称： 株式会社オーエスプラス e
本社：東京都足立区綾瀬 3-25-18  https://jp.os-worldwide.com/os_plus_e/
創業：2000 年 10 月 
資本金：1000 万円 
代表者：代表取締役 奥村正之 
事業内容：
1.各種スクリーン及びプロジェクターの研究開発、製造、販売、輸出入、施工 
2.映像、音響、ソフトウエア、プログラミング制御等の装置に関するシステム機器及びその周辺機器の企画、設計、製造、 
販売、輸出入、施工 
3.電気機器、電子機器、通信機器、映像機器、音響機器、情報機器、コンピュータ機器、教育機器、 
太陽光発電機・蓄電機等の企画、設計、製造、販売、輸出入、施工 
4.イベントプロデュース、コンテンツ制作、ネット配信事業 
5.映像ソフト、音楽ソフト等の録画物、録音物及びコンピュータソフトの企画、設計、制作、販売、輸出入 
6.古物の買取・販売 
7.地域特産品の製造、販売等及び地域活性化支援事業 
8.上記に関連するソフトウエアの企画、設計、制作、販売、輸出入 
9.上記に関連する保守・メンテナンスの業務 
10.上記に関連する機器及びソフトウエアのレンタル業務 
11.前各号に付帯関連する一切の事業

≪関連企業≫ 

株式会社オーエス       本社: 大阪府大阪市        https://jp.os-worldwide.com 
株式会社オーエスエム   本社：兵庫県宍粟市 https://jp.os-worldwide.com/osm/ 
株式会社次世代商品開発研究所 本社：大阪府大阪市 https://jp.os-worldwide.com/njmc/ 
株式会社オーエスビー沖縄  本社：沖縄県中頭郡 https://jp.os-worldwide.com/osbee/ 
OSI CO., LTD.      ：香港  https://hk.os-worldwide.com 
奥愛斯商貿(北京)有限公司    ：中華人民共和国 http://www.os-worldwide.com.cn 

≪日本総販売代理店≫
Optoma（台湾）   ／ 世界トップクラスのDLPプロジェクターメーカー 
Vogel’s（オランダ）  ／ フラットディスプレイなどのスタイリッシュハンガーメーカー 
SCREEN RESEARCH（イタリア） ／ THX、ISF 公認のサウンドスクリーン 


